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１．はじめに 

我が国の道路は国民の日常生活や社会経済の活動を支える最も基礎的な社会資本であり，交通機能，空間機能など多

面的な役割を担っている．特に，市町村の生活道路は，上下水道・ガス・電気通信などの占用物件を収容することも重

要な役割の 1 つといえる．また，近年では，防災・景観等の観点から無電柱化整備に社会的関心が高まるなど，今後よ

り一層ライフラインの収容空間としての活用が見込まれる．しかし，占用工事で復旧された舗装が早期にひび割れ，そ

の箇所が弱点となり舗装の健全性が失われるといった不具合が散見される．そこで，土木研究所では，占用工事の品質

管理等に係る新たな基準を提案することを目的として，実態調査の実施による占用工事に求められる品質・性能の整理

や実大供試体を用いた促進載荷試験による占用復旧箇所の早期破損要因に関する検討を行っている． 

本報は，占用工事に関する実態調査を行った結果，および占用復旧後

の舗装が早期破損する要因を調査した結果について報告する． 

２．占用工事に関する実態調査の結果 

占用工事の仕様書の整備状況や管理基準に関して全国の地方自治体

（都道府県 27 件，市町村 35 件）を対象に調査を行った．調査結果の一

例として，各自治体における仕様書の運用状況を図-1に，管理基準およ

び復旧方法を図-2に示す．図-1より，占用工事にて運用されている仕様

書は各自治体によって異なり，内部資料をもとに受注業者と工事毎に個

別対応している，一部の都道府県では占用工事に特化した仕様書がなく

土木工事共通仕様書を代用しているといった事例があった．そのため，

図-2に示すように品質管理基準や復旧方法など，発注機関により異なる

仕様・規格値が採用されていることがわかった． 

また本調査結果より，下水管埋設工事の 2 件の工事において，供用後

1 ヶ月で 10mm 程度の段差が発生し，補修した事例があることがわかっ

た．損傷が発生していない同種工事と比較しても品質管理項目・施工機

械等に大きな差異は認められなかったが，早期損傷が発生した 2 工事は，

路床締固め度基準が 90%以上，かつ仮復旧までの工事であった．そこで，

これらの条件が占用復旧箇所の早期破損要因となるのか評価するため，

土木研究所所有の舗装走行実験場において下水道用管を埋設後，荷重車

による促進載荷を行い，舗装の損傷程度を追跡調査することとした． 

３．占用復旧箇所の早期破損要因に関する検討 

3.1 占用工事および追跡調査の概要 

 既設舗装および占用工事の断面を図-3に，施工概要

を表-1に，追跡調査概要を表-2に示す．占用工事の

断面は上記調査の事例断面を考慮した上で，既設舗

装の等値換算厚と同程度となるように設定した．ま

た，路床の締固め度は，転圧不足工区（1，2 工区）

と占用仕様書に規定されている 90，93%を確保した

工区（4，3 工区）の 4 水準設定した．荷重車走行に 

 

 1 工区 2 工区 3 工区 4 工区 

基準値施工

概要

施工日 2015/12/2 2015/12/4 2015/12/7 
施工延長 8m 8m 10m 10m
施工方法 単独施工 単独施工 連続施工 

締固

め度
(%) 

路床 81.0 86.3 93.6 90.2 4 水準

設定 
下層路盤 95.0 96.6 99.3 98.6 95 

以上 上層路盤 96.3 96.5 98.6 98.9

仮復旧

のみ

6件
35%仮復旧

後，本

復旧

11件
65%

復旧方法

締固め

度90%
以上

9件
82%

締固め

度93%
以上

2件
18%

現場密度試験 規格値

道路占

用仕様

書

33件
94%

内部資

料個別

対応

2件
6%

市町村

道路占

用仕様

書

13件
48%

内部資

料個別

対応

8件
30%

土木工

事共通

仕様書

6件
22%

都道府県

図-1 各自治体における仕様書の運用状況 

図-2 品質管理基準および復旧方法の一例 
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表-1 施工概要と路床・路盤の品質試験結果 
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